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いるo また 3 種類の金属装荷らせん回路特性を計算し優劣を比較している。
第 5 章では， ミリ波での実用が期待されているT字形支持誘電体装荷らせんの回路特性を第 2 章の方
法を拡張して計算し，実際に 3 種類を試作して実測値と比較しているO
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第 6 章では，加工の際に軸対称性が損なわれた場合の特性計算に，第 2 章の計算法を拡張する方法を
述べている O さらに，この応用として 6 種類の非対称性による π モード遮断域特性を計算している。













域内で 1 ないし 3%の範囲で両者が一致すること，結合インピーダンスについては帯域内の低周波側
を除いて約30%の精度で一致することを示している o
(4) 実際に金属装荷らせん回路を持った超広帯域大電力進行波管を試作し， 10%帯域で 1 オクターブの
超広帯域の出力増幅に成功して，以上の計算方法が設計理論として十分実用出来ることを示している。
(5) 進行波管の動作特'性について，回路の帯域との定量的関係ならびに，小信号利得の高精度な計算法
についても有用な知見を与えているO
以上のように本論文は大電力超広帯域進行波管に用いる装荷らせん回路の設計に関して有用な知見を
加えるものであり，電子工学に貢献するところが大きい。よって博士論文として価値あるものと認める。
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